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那
須
岳
は
、
栃
木
県
と
福
島
県
の
県
境
に

位
置
す
る
。
主
峰
の
茶
臼
岳
（
１
９
１

５
ｍ
）
他
、
三
本
槍
火
山
、
朝
日
岳
火
山
、
南

月
山
、な
ど
が
南
北
に
連
な
る
火
山
群
で
あ
る
。

現
在
、
火
山
群
の
中
で
最
も
新
し
い
茶
臼

岳
の
活
動
が
続
い
て
い
る
。

記
録
に
よ
る
と
、
１
４
０
８
年
の
噴
火
で
、

白
―
黄
色
に
変
色
し
た
多
量
の
火
山
灰
が
降

灰
。
ま
た
、
硫
黄
が
降
り
、
那
珂
川
の
水
が

数
年
に
わ
た
り
黄
色
く
濁
っ
た
。
１
４
１
０

年
に
は
、
噴
石
や
泥
流
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

埋
没
で
、
犠
牲
者
１
８
０
余
名
と
多
数
の
牛

馬
の
被
害
を
生
じ
て
い
る
。

そ
の
後
、
１
８
８
１
年
に
は
、
水
蒸
気
爆

発
で
熱
水
変
質
を
受
け
た
火
山
礫
と
黄
色
の

火
山
灰
が
噴
出
し
、
火
山
灰
が
流
れ
込
ん
だ

那
珂
川
で
魚
が
大
量
死
し
た
。
近
年
で
は
、

１
９
５
３
年
、
１
９
６
０
年
、
１
９
６
３
年

に
も
小
噴
火
や
小
爆
発
が
発
生
し
て
い
る
。

茶
臼
岳
周
辺
は
、「
無
間
地
獄
」
と
呼
ば
れ

る
西
斜
面
の
火
口
な
ど
、
現
在
も
絶
え
ず
火

山
ガ
ス
を
噴
出
し
て
い
る
場
所
が
あ
り
、
山

麓
の
那
須
温
泉
近
く
に
あ
る
「
殺
生
石
」
も

そ
の
一
つ
。
退
治
さ
れ
た
「
九
尾
の
狐
」
が

巨
大
な
石
に
化
身
し
て
毒
気
を
放
っ
た
伝
説

に
ま
つ
わ
る
史
跡
と
し
て
古
く
か
ら
全
国
に

知
ら
れ
る
。

噴気を放つ伝説の石

秋の那須岳（茶臼岳）と紅葉

那須岳
活動的火山及び潜在的爆発活力を有する火山に指定されている。平成 21 年 3月 31 日に噴火予報（噴火警戒レベル 1、平常）を発表。
その後、予報警報事項に変更はない（8月 16 日現在）。

那須岳
なすだけ

Vol. 23

栃木県・福島県
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ポスターを描くときに、一度、イ
ンターネットで防災について調べて
みました。そこで防災に大切なキー
ワードを集めてみました。「防災に関する
知識」「防災への関心」など、いろいろありましたが、その中
で特に大切だなと思ったのが「地域との連携」でした。これ
をポスターのテーマにしました。ポスターでは、たくさんの
人達が防災訓練をしています。インターネットで調べた中で、
また、自分で思いつくなかで、できるだけ大切だと思った訓
練を描いてみました。そして、それらをとり囲むように、地
震で揺れている建物、津波、噴火した火山を描き、空の色も
黄色にして、「いつ起きるかわからない災害」というのを表現
しました。絵がすごくうまいわけでもなく、在り来りな絵に
なったなと思っていただけあって、会長賞に入賞したことを
知ったときは、すごく驚きました。驚愕でした。ポスターを
描く時にいろいろと助けていただいた美術部の顧問の先生に
は感謝しております。
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パ
ソ
コ
ン
の
転
倒
防
止
と

デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

オ
フ
ィ
ス
の
防
災
で
、
比
較
的
簡
単

に
、
す
ぐ
取
り
組
め
る
も
の
の
ひ
と
つ

が
「
パ
ソ
コ
ン
の
転
倒
防
止
」
で
す
。

転
倒
防
止
ベ
ル
ト
で
机
に
固
定
し
た
り
、

粘
着
マ
ッ
ト
を
使
う
な
ど
、
早
速
対
策

を
講
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
固
定
と
あ
わ

せ
て
、
デ
ー
タ
や
シ
ス
テ
ム
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
も
定
期
的
か
つ
頻
繁
に
行
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
重
要
な
デ
ー
タ
等

は
、
遠
隔
地
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
有

効
な
手
段
で
す
。

避
難
経
路
を
確
保

出
口
や
廊
下
、
階
段
等
の
避
難
経
路

に
物
が
置
か
れ
て
い
る
と
、
避
難
の
障

害
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
２
０
０
１
年
に
東
京
・
新

宿
歌
舞
伎
町
で
発
生
し
た
雑
居
ビ
ル
火

災
は
、
避
難
路
と
な
る
は
ず
の
階
段
が

各
フ
ロ
ア
の
物
置
代
わ
り
に
使
わ
れ
、

荷
物
で
ふ
さ
が
れ
て
い
た
た
め
、
44
人

の
死
亡
者
を
出
す
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
オ
フ
ィ
ス
の
整
理
整
頓
に

努
め
る
こ
と
も
大
事
な
防
災
対
策
で
す
。

オ
フ
ィ
ス
家
具
の
固
定

建
物
に
被
害
が
な
い
場
合
で
も
、
オ

フ
ィ
ス
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動

が
発
生
し
ま
す
。
ま
ず
身
の
回
り
の
什

器
・
備
品
か
ら
、
耐
震
確
認
を
は
じ
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

階
層
別
の
発
生
率
は
、
高
層
階
で
高

く
な
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

１
）。
こ
れ
は
、
長
周
期
地
震
動
が
一
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
長
周
期
地
震
動
は
、

建
物
や
地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

高
い
建
物
の
高
層
階
が
被
害
を
受
け
や

す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
に
あ
る
背
の
高
い
大
型

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
、
壁
等
に
確
実
に
固

定
し
、
コ
ピ
ー
機
等
の
事
務
機
器
や
店

舗
用
の
機
械
設
備
も
、
地
震
で
床
を

滑
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ

4

特集

オフィスの防災

社会人が一日の大半をすごすオフィスで被災す
る可能性は少なくありません。オフィスの防災は、
「自助」の意識を持って、社員自ら取り組むこと
が必要です。
オフィスで働くひとりひとりが防災の取り組み
を積み重ねていくことは、企業全体の防災につな
がります。オフィスで机の周囲を見回して、気づ
いたことから始めてみましょう。

2011 年９月に行われた帰宅困難者対応訓練の様子。ブルーシートを設置した帰宅困難者向けの待避スペースの確保、
サバイバルシートなどの備蓄品の運搬訓練等を実施（三菱地所株式会社　提供）
2011 年９月に行われた帰宅困難者対応訓練の様子。ブルーシートを設置した帰宅困難者向けの待避スペースの確保、
サバイバルシートなどの備蓄品の運搬訓練等を実施（三菱地所株式会社　提供）
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ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防

止
や
家
具
扉
に
止
め
金
を
付
け
る
な
ど
、

家
庭
で
行
っ
て
い
る
「
安
全
空
間
」
づ

く
り
の
対
策
が
オ
フ
ィ
ス
で
も
活
用
で

き
る
で
し
ょ
う
（
本
誌
「
や
っ
て
み
よ

う
防
災
対
策
」
参
照
）。

危
険
物
の
安
全
確
認
と

消
火
器
の
準
備

灯
油
や
塗
料
の
入
っ
た
容
器

の
転
倒
・
落
下
防
止
、
火
を
使
用

す
る
設
備
の
安
全
確
認
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

地
震
の
際
は
、
ま
ず
身
の
安

全
を
図
り
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て

か
ら
消
火
に
あ
た
り
ま
す
。
屋
内

消
火
栓
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

が
破
損
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

職
場
ご
と
に
消
火
器
等
で
初
期
消

火
が
出
来
る
よ
う
に
準
備
・
訓
練

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

非
常
用
物
品
や

救
出
用
資
器
材
等
を
備
蓄

飲
料
水
、
食
料
、
担
架
や
工

具
等
の
救
出
用
資
器
材
、
包
帯
、

三
角
巾
等
の
救
急
セ
ッ
ト
、
医
薬

品
な
ど
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。
取

り
出
し
や
す
く
、
耐
震
上
問
題
が

な
い
場
所
に
保
管
し
、
定
期
的
な

点
検
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

水
や
食
料
の
備
蓄
は
、
地
震

に
よ
る
断
水
な
ど
に
備
え
て
、
３

日
分
程
度
。
飲
料
水
は
、
一
人
あ

た
り
一
日
３
ℓ
が
目
安
で
す
。
社

員
用
の
水
や
食
料
、
毛
布
な
ど
は
、
各

自
で
管
理
す
る
よ
う
に
し
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

帰
宅
困
難
者
対
策

自
宅
ま
で
の
距
離
が
20
㎞
以
上
の

人
は
帰
宅
困
難
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
の
当
日
は
、
交
通

機
能
が
停
止
し
、
首
都
圏
全
体
で
約

５
１
５
万
人
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
し

ま
し
た
（
内
閣
府
推
計
）。

首
都
直
下
地
震
帰
宅
困
難
者
等
対
策

協
議
会
で
は
、
混
乱
防
止
の
た
め
、
首

都
直
下
地
震
発
生
時
に
は
、
社
員
を
一

定
期
間
社
内
に
待
機
さ
せ
る
「
一
斉
帰

宅
抑
制
」
を
企
業
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
社
員
各
自
は
、
待
機
後
の
徒

歩
帰
宅
に
備
え
、
簡
易
食
料
や
運
動
靴
、

帰
宅
経
路
の
確
認
等
の
準
備
を
行
っ
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

任
務
分
担
を
決
め
る

日
ご
ろ
の
防
災
と
、
地
震
等
の
災
害

発
生
時
の
任
務
分
担
が
あ
り
ま
す
。

日
ご
ろ
の
防
災
は
、
防
災
責
任
者
、

火
元
責
任
者
、
建
物
・
施
設
、
消
火
器
、

防
災
訓
練
等
の
担
当
を
決
め
て
、
日
常

の
点
検
な
ど
を
実
行
し
ま
す
。
自
衛
消

防
組
織
（
一
定
の
大
規
模
・
高
層
の
建

築
物
に
は
消
防
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

る
）
や
労
働
災
害
防
止
の
組
織
等
、
社

内
の
既
存
の
体
制
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

発
災
時
の
任
務
分
担
は
、
責
任
者
で

あ
る
リ
ー
ダ
ー
、初
期
消
火
、情
報
連
絡
、

避
難
誘
導
、
救
出
・
救
護
等
、「
誰
が
何

を
す
る
の
か
」
を
明
確
に
し
、
不
測
の

事
態
に
も
対
応
で
き
る
柔
軟
な
組
織
づ

く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

情
報
収
集
・
伝
達
方
法
を
確
認

被
害
状
況
の
把
握
、
情
報
の
収
集
、

伝
達
の
た
め
、
複
数
の
方
法
を
考
え
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
正
し

い
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

入
手
し
た
情
報
は
、
情
報
の
混
乱
を

さ
け
る
た
め
に
「
情
報
連
絡
担
当
者
」

が
取
り
ま
と
め
て
社
員
に
伝
達
し
ま
す
。

災
害
時
は
電
話
回
線
の
大
混
雑
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
伝
達
手
段
は
、
衛
星
回
線
、

無
線
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
や
拡
声
器
な

ど
を
用
意
し
、
日
常
業
務
で
も
使
用
し

て
慣
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
バ
イ
ク
や
自
転
車
で
人
が
直
接

出
向
く
情
報
伝
達
も
有
効
で
す
。

安
否
確
認
方
法
を
検
討
す
る

外
出
先
で
被
災
し
た
場
合
の
会
社
と

の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
家
族
と
も
、
事
前
に
お
互

い
の
安
否
確
認
方
法
に
つ
い
て
話
し

5
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（平成 23 年東京消防庁調べ）

　高層階になるほど、転
倒・落下・移動している
割合が多くなっています。
　これは、長周期地震動
が一因と考えられます。

※「移動」とは、家具類が転倒せずに
　概ね60cm 動いた場合をいいます。

図 1　東日本大震災—都内における階層別の家具類の転倒・落下・移動発生割合
※東日本大震災の発生後、東京消防庁が東京都内でアンケート調査を実施しました（平成 23 年調べ）。
（出展　東京消防庁「家具類の転倒・落下・移動防止対策ハンドブック」）
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合
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

安
否
確
認
手
段
も
、
状
況
に
応
じ
た

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
複
数
確
保
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
電
話
、メ
ー
ル
の
ほ
か
、

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）」、

携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
等
に
よ
る
「
災
害

用
伝
言
板
」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

「
災
害
用
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
伝
言
板
（
ｗ

ｅ
ｂ
１
７
１
）」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
年

に
数
回
の
体
験
利
用
期
間
中
に
実
際
に

使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

防
災
教
育
・
防
災
訓
練
の
実
施

防
災
教
育
は
、
災
害
時
の
企
業
の
対

策
計
画
や
社
員
の
行
動
基
準
な
ど
を
理

解
す
る
た
め
の
研
修
で
す
。
防
災
教
育

は
、
通
常
業
務
と
切
り
離
し
て
考
え
る

の
で
は
な
く
、
管
理
者
研
修
、
新
入
社

員
研
修
、
実
務
者
研
修
な
ど
の
人
材
育

成
研
修
の
中
に
組
み
込
ん
で
実
施
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
研
修
で
習
得
し
た
知
識
が

実
際
に
使
え
る
か
ど
う
か
を
試
す
の
が

防
災
訓
練
で
す
。
防
災
訓
練
で
重
要
な

こ
と
は
、
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
で

す
。
訓
練
内
容
は
、
身
を
守
る
防
護
、

初
期
消
火
、
救
出
･
救
助
、
応
急
救

護
、
避
難
、
情
報
収
集
や
、
災
害
シ
ナ

リ
オ
に
基
づ
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
図
上
訓
練
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
共
同
ビ
ル
の
場
合
に
は
、

管
理
会
社
と
テ
ナ
ン
ト
各
社
で
消
防
計

企業と地域の防災活動１
広い敷地を活用した合同防災訓練

ダイキン工業株式会社　草加事業所（埼玉県）のケース

空調機器メーカーのダイキン工業株式会社の草加事業所
は、1965 年の事業所開設以来、地域と積極的な交流を続け
ています。2000 年には、所有するグラウンド（約 1万㎡）
の開放や重機等の資器材の提供を含む災害時における自助・
共助・公助を一体化した「地域防災協定」を周辺５町会お
よび草加市との三者で締結。その後、この協定に基づく訓
練も実際に始まり、2010 年以降は、消防署とも連携した、
三者合同による大規模な防災訓練を毎年実施しています。
2010、2011 年は、事業所グラウンドを利用した避難訓練、

屋外バーベキューコーナーでの炊き出し、起震車や煙体験
等が行われました。東日本大震災発生時は、グラウンド開
放等の対応を行う事態には至りませんでしたが、震災後の
昨年と今年の訓練は参加者も増え、それぞれ 600 人以上が
集まりました。今年の訓練では、救出・搬送訓練や、事業
所の貯水槽の水と町会所有のポンプを使った初期消火訓練
なども新たに盛り込まれました。草加事業所では、今後も
地域と連携した＂イザという時に役立つ＂防災訓練の継続
を考えています。
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地域と合同で実施した防災訓練の様子（2012 年 5月）。放水による初期消火訓練（左）、がれきの中からの救出・搬送訓練（右）
（ダイキン工業株式会社　提供）
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三菱地所株式会社（東京都）のケース

オフィスビル、商業施設等の開発や運営管理を行う三菱
地所株式会社は、1923 年に発生した関東大震災が契機とな
り、3年後の 1926 年から、毎年 9月に全社員参加による総
合防災訓練を実施しています。また、東京駅・有楽町駅周
辺町会を母体とした「東京駅周辺防災隣組」（2004 年設立）
の一員として、共助による地域防災力の向上に取り組んで
おり、自治体と連携した帰宅困難者対応訓練も行っていま
す。
東日本大震災当日、首都圏は大量の帰宅困難者が街にあ

ふれました。三菱地所株式会社は、東京駅前の丸の内エリ
アや横浜などに保有するビルのロビーフロアや商業施設の
空きスペースを開放して、3,500 人を超す帰宅困難者を受
け入れました。またこの時、丸の内エリアでは、グループ
会社が運営する大型情報ビジョン（平時はエリア情報等を
発信）を活用し、地震発生直後からテレビの災害情報の放
映も行いました。

企業と地域の防災活動２
首都圏で帰宅困難者対応

画
や
防
災
計
画
な
ど
の
情
報
交
換
や
災

害
時
の
役
割
分
担
を
し
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

周
辺
企
業
や

地
域
住
民
と
の
連
携

企
業
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一

員
で
す
。
災
害
時
に
は
、
被
害
が
広
範

囲
に
及
ぶ
た
め
、
周
辺
企
業
や
住
民
と

の
「
共
助
」
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
機

会
が
あ
れ
ば
、
地
域
の
防
災
訓
練
へ
参

加
し
ま
し
ょ
う
。
イ
ザ
と
い
う
時
の
周

辺
地
域
と
の
連
携
・
協
力
活
動
に
も
役

立
ち
ま
す
。

実
際
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど

過
去
の
災
害
で
、
多
く
の
働
き
手
や
資

器
材
を
も
つ
企
業
や
事
業
所
が
、
災
害

直
後
の
人
命
救
助
や
地
域
の
復
旧
活
動

に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
、
地
域
住
民
や
周
辺
企
業
、

事
業
所
と
協
力
体
制
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

業
種
に
よ
っ
て
は
、
社
員
以
外
の
訪

問
客
、
あ
る
い
は
商
業
施
設
等
の
観
光

客
、
買
い
物
客
へ
の
対
策
も
考
え
る
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
オ
フ
ィ
ス
の
防

災
の
基
本
に
は
、
生
命
の
安
全
確
保
、

二
次
災
害
の
防
止
、
地
域
と
の
共
生
が

あ
り
ま
す
。
業
種
、
地
域
、
オ
フ
ィ
ス

や
建
物
の
規
模
、
テ
ナ
ン
ト
や
自
社
ビ

ル
の
違
い
等
、
状
況
に
応
じ
て
必
要
な

対
策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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2011 年 3 月 11 日東日本大震災当日の東京・丸の内の様子。帰宅困難者に待機スペースを提供（左）、大型情報ビジョンで災害情報を提供（右）
（三菱地所株式会社　提供）
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１
．
は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
政
府
の
対
応
を
検
証

し
、同
大
震
災
の
教
訓
の
総
括
を
行
う
と
と
も
に
、

近
い
将
来
に
も
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
首
都
直
下
地

震
や
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
（
い
わ
ゆ
る
「
三

連
動
地
震
」）
等
の
大
規
模
災
害
等
に
備
え
、
防

災
対
策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
中
央
防
災
会
議
の
専
門
調
査
会
と
し
て
、「
防

災
対
策
推
進
検
討
会
議
」
を
設
置
し
、
調
査
審
議

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
検
討
会
議
は
、
８
人
の
閣

僚
と
12
名
の
有
識
者
委
員
で
構
成
さ
れ
、
平
成
24

年
７
月
31
日
の
第
13
回
会
議
に
お
い
て
最
終
報
告

を
取
り
ま
と
め
た
の
で
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

２
．
最
終
報
告
の
概
要

（
１
） 

災
害
対
策
に
取
り
組
む
基
本

  

姿
勢

　

第
１
章
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
、「
災
害
に
強
く
し
な
や
か
な
社

会
」
を
構
築
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う

な
基
本
姿
勢
で
災
害
対
策
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

・�

災
害
か
ら
国
民
を
守
り
、
国
を
守

る
こ
と
は
政
治
の
究
極
の
責
任
で

あ
る

　

・�「
国
難
」
と
も
い
う
べ
き
大
規
模

災
害
を
意
識
す
る

　

・�「
防
災
の
主
流
化
」
を
通
じ
、
可

能
な
限
り
の
備
え
を
怠
ら
な
い

　

・�
災
害
発
生
時
、
官
民
が
連
携
し
資

源
の
大
量
・
集
中
投
入
を
行
う

　

・�

被
災
を
地
域
社
会
再
構
築
へ
の
希

望
に
変
え
て
い
く

　

・�

防
災
こ
そ
我
が
国
再
生
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る

　

・�「
防
災
先
進
国
日
本
」
を
世
界
に
発
信
す
る

（
２
）
防
災
政
策
の
基
本
原
則

　

第
２
章
で
は
、災
害
対
策
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

被
害
の
最
小
化
を
図
る
「
減
災
」
の
考
え
方
を
徹

底
し
、
以
下
の
13
の
基
本
原
則
の
下
に
防
災
政
策

を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

・
一
つ
の
災
害
が
他
の
災
害
を
誘
発
す
る
こ
と

を
認
識
す
る

　

・
最
新
の
科
学
的
知
見
を
総
動
員
す
る

　

・
あ
ら
ゆ
る
行
政
分
野
に
つ
い
て
、「
防
災
」

の
観
点
か
ら
の
総
点
検
を
行
う

　

・
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
組
合
せ
に
よ
り
災
害
に

強
い
国
土
・
地
域
を
実
現
す
る

　

・
自
ら
の
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

「
市
民
」
の
力
と
民
間
と
の
「
協
働
」
に
期

待
す
る

　

・
災
害
リ
ス
ク
に
し
た
た
か
な
「
市
場
」
を
構

築
す
る

　

・
防
災
対
策
に
関
し
て
は
、「
楽
観
」
を
避
け
、

よ
り
厳
し
い
事
態
を
想
定
す
る

　

・
災
害
対
応
に
当
た
っ
て
、「
平
時
」
を
物
差

し
と
す
る
こ
と
は
禁
物
で
あ
る

　

・
限
定
的
な
情
報
の
下
、
状
況
を
把
握
・
想
定

し
、
適
時
に
判
断
す
る

　

・�

災
害
対
応
は
、「
人
の
命
を
救
う
」
こ
と
を

始
め
と
し
て
、
す
べ
て
「
時
間
と
の
競
争
」

で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
べ
き
で
あ
る

　

・
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
変
化
や
多
様
性
に
柔
軟
か

つ
機
敏
に
対
応
す
る

8

中央防災会議 防災の動き
Disaster Management News

防災対策推進検討会議　最終報告
～ゆるぎない日本の再構築を目指して～

野田内閣総理大臣出席のもと開催された防災対策推進検討会議の最終報告の様子
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・
被
災
地
を
以
前
の
状
態
に
戻
す
の
み
な
ら
ず

「
よ
り
よ
い
復
興
」
を
実
現
す
る

　
・
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
は
、
地
域
特
性
や
「
地

域
力
」
へ
の
配
慮
が
大
切
で
あ
る

（
３
）
今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項

　

第
３
章
で
は
、「
今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
事
項
」
を
示
し
て
お
り
、
各
分
野
に
わ
た
る
提

言
事
項
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
主
な
も

の
を
以
下
に
挙
げ
ま
す
。

① �

災
害
か
ら
生
命
を
守
り
、
被
災
者
の
暮
ら
し
を

支
え
・
再
生
す
る
取
り
組
み

　

・
災
害
応
急
対
策
の
第
一
の
目
標
は
、
人
の
命

を
救
う
こ
と
で
あ
り
、
発
災
当
初
の
72
時
間

は
、
人
命
救
助
及
び
こ
の
た
め
の
活
動
を
最

優
先
に
し
て
人
的
・
物
的
資
源
を
配
分
す
べ

き

　

・
災
害
か
ら
一
時
的
に
難
を
逃
れ
る
緊
急
時
の

避
難
場
所
と
、
中
長
期
に
わ
た
っ
て
被
災
者

が
生
活
す
る
場
所
と
し
て
の
避
難
所
を
明
確

に
峻
別
し
て
指
定
す
る
と
と
も
に
、
住
民
に

周
知
徹
底
す
べ
き

　

・
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
の
作
成
な
ど
に
つ
い

て
、
災
害
対
策
法
制
に
位
置
付
け
る
と
と
も

に
、
個
人
情
報
保
護
法
制
と
の
関
係
も
整
理

す
べ
き

② 

災
害
発
生
時
対
応
に
向
け
た
備
え
の
強
化

　

・
職
員
の
派
遣
・
研
修
を
含
む
地
方
公
共
団
体

と
の
連
携
等
に
よ
る
体
制
の
充
実
、
政
府
全

体
の
防
災
総
括
部
門
の
位
置
付
け
の
明
確
化

な
ど
、
政
府
全
体
の
防
災
総
括
部
門
の
機
能

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
政
府
の
防
災
各
部

門
の
連
携
強
化
や
、
国
・
地
方
の
人
材
育
成
・

連
携
強
化
に
資
す
る
防
災
訓
練
の
充
実
強
化

等
に
よ
り
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
防
災
体
制

の
充
実
を
図
る
べ
き

　

・
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
本
来

必
要
と
さ
れ
る
情
報
の
収
集
・
提
供
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
早
急
に
抜
本
的
改
善
を
図
る
べ

き

　

・
複
合
災
害
の
発
生
可
能
性
を
認
識
し
、
防
災

計
画
等
を
見
直
し
、
備
え
を
充
実
す
る
必
要

が
あ
る

　

・「
緊
急
事
態
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
東
日

本
大
震
災
の
経
験
や
対
応
を
踏
ま
え
、
国
・

都
道
府
県
・
市
町
村
の
事
務
や
権
限
、
財
政

負
担
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き

③ �

災
害
を
予
防
す
る
た
め
の
多
面
的
な
取
り
組
み

　

・
防
災
の
基
本
理
念
（
減
災
、
自
助
・
共
助
・

公
助
等
）
を
法
的
に
位
置
付
け
る
べ
き

　

・
学
校
に
お
け
る
体
系
的
な
防
災
教
育
に
関
す

る
指
導
内
容
の
整
理
、
学
習
指
導
要
領
に
お

け
る
位
置
付
け
の
明
確
化
等
、
防
災
教
育
の

一
層
の
推
進
を
図
る
べ
き

　

・
外
部
評
価
を
取
り
入
れ
て
訓
練
目
的
の
達
成

状
況
や
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
訓
練
の
結
果
が
防
災
体
制
及
び
対
策
の

見
直
し
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
べ
き

④ 

迅
速
か
つ
円
滑
な
復
興
へ
の
取
り
組
み

　

・
復
興
の
基
本
的
な
方
針
の
策
定
、
関
係
行
政

機
関
に
よ
る
施
策
の
総
合
調
整
等
を
行
う
復

興
本
部
の
設
置
等
を
可
能
と
す
る
復
興
の
枠

組
み
を
あ
ら
か
じ
め
法
的
に
用
意
す
べ
き

⑤ 

国
の
総
力
を
挙
げ
た
取
り
組
み
体
制
の
確
立

　

・
様
々
な
主
体
が
連
携
し
、
総
力
を
挙
げ
て
防

災
に
関
す
る
国
民
運
動
の
展
開
を
図
る
必
要

が
あ
る

（
４
）
今
後
の
防
災
対
策
の
充
実
に
向
け
て

　

第
４
章
で
は
、「
今
後
の
防
災
対
策
の
充
実
」

に
向
け
て
、
必
要
な
制
度
の
早
急
な
改
善
拡
充
、

具
体
的
な
対
策
の
推
進
、
実
施
状
況
を
定
期
的
・

継
続
的
に
把
握
・
点
検
す
る
こ
と
に
よ
る
防
災
制

度
・
対
策
の
更
な
る
改
善
な
ど
を
提
言
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
最
終
報
告
の
全
文
、
審
議
の
経
過
や
会

議
の
資
料
等
は
、
左
記
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

h
ttp
://w

w
w
.b
ou
sai.go.jp

/ch
u
b
ou
/

suishinkaigi/index.htm
l
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今
回
の
白
書
で
は
、ま
ず
、第
１
部
に
お
い
て
、

「
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
災
害
対
策
」

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
次
い
で
、
第
２
部
で
は

「
各
種
災
害
対
策
へ
の
取
組
の
方
向
性
と
平
成
23

年
以
降
発
生
し
た
主
な
災
害
対
策
と
そ
の
対
応

（
東
日
本
大
震
災
を
除
く
）」
と
し
て
、
東
日
本
大

震
災
を
除
い
た
平
成
23
年
に
実
施
さ
れ
た
主
な
防

災
上
の
取
組
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

以
下
、
防
災
白
書
の
第
１
部
に
つ
い
て
、
概
要

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
概
要
と

復
興
に
向
け
た
取
組

○
被
害
状
況

東
日
本
大
震
災
で
は
、
死
者
約
１
万
６
千
人
、

行
方
不
明
者
約
３
千
人
と
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
約
２
万
４
千
ha
の
農
地
被
害
、
約
２

万
７
千
件
の
液
状
化
に
よ
る
宅
地
被
害
、
長
周
期

地
震
動
、
市
町
村
庁
舎
の
被
災
や
土
砂
災
害
に
よ

る
被
害
等
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

○
復
旧
・
復
興
状
況

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
避
難
者
数
は
、
平
成

23
年
３
月
14
日
時
点
で
約
47
万
人
に
上
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、避
難
者
の
多
く
が
、

お
お
む
ね
平
成
23
年
９
月
頃
ま
で
に
は
、
応
急
仮

設
住
宅
に
入
居
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
災
害
廃

棄
物
処
理
や
イ
ン
フ
ラ
等
の
普
及
状
況
等
を
記
載

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
復
興
庁
の
設
置
や
復
興
特
別
区
制
度
、

復
興
交
付
金
制
度
等
、
未
曾
有
の
大
災
害
か
ら
復

興
す
る
た
め
の
様
々
な
対
策
に
つ
い
て
も
説
明
し

て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た

災
害
対
策
の
推
進

○
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
耐
震
補
強
に
よ

る
土
木
構
造
物
の
被
害
の
減
少
等
、
こ
れ
ま
で
の

災
害
教
訓
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

津
波
に
よ
っ
て
、
建
物
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
等

に
壊
滅
的
な
被
害
が
出
た
こ
と
、
極
め
て
広
域
的

に
様
々
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
等
、
新
し
い
教

訓
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の

教
訓
を
テ
ー
マ
ご
と
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

○
政
府
に
お
け
る
災
害
対
策

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
に
基
づ
き
、
中
央
防
災

会
議
や
各
府
省
庁
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
き
て
い

る
政
策
と
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
や
首
都
直
下

地
震
等
、
今
後
更
な
る
取
組
が
求
め
ら
れ
る
災
害

対
策
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

○
民
間
分
野
で
進
む
取
組
と
国
際
防
災
協
力

今
回
の
震
災
で
は
、
製
造
業
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
等
に
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
時
の
企
業
の
事
業
継
続
に
関
す
る

対
応
や
、
そ
の
後
の
対
策
等
の
内
閣
府
調
査
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
駆
け
つ
け
、
活
発
な
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
規
模
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

構
築
さ
れ
る
と
と
も
に
、
息
の
長
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
等
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
我
が
国
は
、

１
６
３
の
国
及
び
地
域
並
び
に
43
国
際
機
関
か

ら
、
様
々
な
支
援
を
受
け
ま
し
た
。
国
際
社
会
か

ら
多
大
な
支
援
を
受
け
た
我
が
国
は
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
や
教
訓
を
国
際
的
な
教

材
と
し
て
世
界
と
共
有
す
る
た
め
、
国
際
防
災
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

平成 24 年度版の防災
白書は、内閣府防災情
報のホームページでご
覧いただけます（概要、
本文、附属資料）。
http://www.bousai.
go.jp/hakusho/
hakusho.html
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平成24年版　防災白書が
公表されました

防災の動き
Disaster Management News

平成 24 年版防災白書が、6月 19 日に閣議決定され、同日の国会へ報告の後、公表されました。
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平
成
24
年
５
月
６
日
に
、
東
海
地
方
か
ら
東

北
地
方
に
か
け
て
大
気
の
状
態
が
非
常
に

不
安
定
と
な
り
、
落
雷
や
突
風
、
降
ひ
ょ
う
を
伴

う
発
達
し
た
積
乱
雲
が
発
生
し
、
茨
城
県
、
栃
木

県
及
び
福
島
県
に
お
い
て
複
数
の
竜
巻
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
気
象
に
よ
り
、死
者
３
名（
う

ち
２
名
は
落
雷
が
原
因
）、
負
傷
者
59
名
の
ほ
か
、

住
家
・
非
住
家
被
害
が
あ
わ
せ
て
１
９
０
０
棟
以

上
と
な
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。

こ
う
し
た
甚
大
な
被
害
を
踏
ま
え
て
、
竜
巻
等

突
風
に
対
す
る
対
策
を
充
実
・
強
化
す
る
た
め
、

末
松
内
閣
府
副
大
臣
を
座
長
と
し
て
、
関
係
府
省

庁
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
竜
巻
等
突
風
対
策
局
長

級
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
平
成
24
年
８
月
15
日
に

報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

報
告
で
は
、
住
民
及
び
市
町
村
に
お
け
る
竜
巻

等
突
風
に
対
す
る
当
面
の
対
応
例
を
示
す
と
と
も

に
、
竜
巻
等
突
風
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
国
に

お
け
る
当
面
及
び
中
期
的
な
取
組
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
て
い
ま
す
。

竜
巻
は
、
年
間
の
発
生
数
が
10
数
個
か
ら
20
個

程
度
で
あ
り
、
発
現
時
間
が
数
分
か
ら
20
分
程
度

と
短
く
、
直
線
状
に
移
動
す
る
た
め
、
被
害
地
域

は
幅
が
数
十
〜
数
百
ｍ
、
長
さ
が
数
㎞
程

度
の
帯
状
の
範
囲
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
台
風
、
大
雨
、
大
雪
等
他
の
気
象
災

害
に
比
較
し
て
、
個
人
単
位
、
建
築
物
単

位
で
み
る
と
、
遭
遇
す
る
頻
度
が
非
常
に

低
い
と
い
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
住
民

や
市
町
村
に
お
い
て
も
、
経
験
や
知
識
が

少
な
く
、
十
分
な
対
応
方
針
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
場
合
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
報
告
に
お
い
て
、
住
民
及
び

市
町
村
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
竜
巻
注
意

情
報
等
の
竜
巻
等
突
風
に
関
す
る
情
報
を

受
け
た
対
応
行
動
の
例
を
示
し
ま
し
た
。

気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
竜
巻
注
意
情

報
は
、他
の
防
災
気
象
情
報
に
比
較
し
て
、

予
測
精
度
が
か
な
り
低
い
と
い
う
課
題
も

あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
発
表
さ
れ
て
い

る
場
合
の
大
気
の
状
態
は
極
め
て
不
安
定

で
、
通
常
に
比
べ
て
竜
巻
等
突
風
が
発
生

す
る
可
能
性
は
約
２
０
０
倍
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
竜
巻
注

意
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
の
住
民
の
対
応
と
し

て
、特
に
周
辺
の
気
象
の
変
化
に
十
分
に
注
意
し
、

も
し
積
乱
雲
の
近
づ
く
兆
し
を
察
知
し
た
時
や
竜

巻
の
接
近
を
認
知
し
た
時
に
は
、
主
体
的
に
判
断

し
て
適
切
な
対
処
行
動
を
取
る
こ
と
に
よ
り
、
自

ら
の
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
市
町
村
と
し
て
は
、
住
民
の
行
動
を

支
援
す
る
た
め
に
適
切
に
竜
巻
等
突
風
に
関
す
る

情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
報
告
に
記
載
し
た
対
応
例
を
参
考
に
、
可
能

な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
ら
の
住
民
や
市
町
村
の
対
応
を
支
援
す
る

た
め
、
国
と
し
て
は
、
例
年
、
竜
巻
の
発
生
が
多

い
秋
に
向
け
て
、
竜
巻
等
突
風
に
関
す
る
知
識
や

対
応
行
動
の
普
及
・
啓
発
等
に
つ
い
て
直
ち
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
中
期
的
に
は
、
竜
巻
等
突
風
に
よ
る
被

害
の
軽
減
の
た
め
に
竜
巻
注
意
情
報
等
の
予
測
精

度
の
向
上
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
究
・
開

発
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
米
国
に
は
竜
巻
等
突
風
の
激
し
い
気
象
現

象
の
目
撃
情
報
提
供
を
行
う
仕
組
み
（
ス
ポ
ッ

タ
ー
制
度
）
が
存
在
し
て
お
り
、
我
が
国
に
お
い

て
も
竜
巻
の
目
撃
情
報
を
活
用
す
る
た
め
の
検

討
・
試
験
運
用
の
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
等
の
取

組
を
報
告
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
報
告
に
基
づ
い
て
政
府
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
、
竜
巻
等

突
風
に
対
し
て
万
全
の
対
策
を
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
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末松内閣府副大臣（右から 2 人目）を座長とする「竜巻等突風対策局長級会議」の様子

竜巻等突風対策
局長級会議報告

防災の動き
Disaster Management News
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毎
年
９
月
１
日
の
『
防
災
の
日
』
を
中
心
に
、

政
府
、
関
係
地
方
公
共
団
体
等
が
連
携
し

た
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
９
月
１
日
「
防
災
の
日
」
に
、
首

都
直
下
地
震
を
想
定
し
た
九
都
県
市
合
同
防
災
訓

練
が
神
奈
川
県
横
浜
市
で
行
わ
れ
、
現
地
会
場
へ

の
政
府
調
査
団
の
派
遣
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
は
、
今
年
度
が
東
日

本
大
震
災
後
、
初
の
実
施
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ひ
と
き
わ
緊
張
感
の
あ
る
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
南
関
東
（
相
模
湾
）
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
９
、
震
度
７
の
地
震
が
発
生
。
横

浜
市
内
各
所
で
は
火
災
も
多
数
起
こ
り
、
東
京
湾

に
は
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
」
と
い
う
想
定
で

開
始
さ
れ
た
防
災
訓
練
。み
な
と
み
ら
い
駅
で
は
、

市
民
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
交
通

機
関
と
横
浜
市
に
よ
る
混
乱
防
止
対
策
や

帰
宅
困
難
者
へ
の
誘
導
訓
練
が
行
わ
れ
、

海
に
面
し
た
山
下
公
園
で
は
、
津
波
対
策

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
、
み
な
と
み
ら

い
21
地
区
に
あ
る
耐
震
バ
ー
ス
で
は
、
地

震
後
の
模
擬
空
間
が
つ
く
ら
れ
、
ま
ず
住

民
参
加
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
や
、
津
波

か
ら
逃
れ
る
た
め
の
高
台
へ
の
避
難
誘
導

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
九
都

県
市
の
協
定
に
基
づ
く
救
援
物
資
の
搬
送
訓
練
が

行
わ
れ
、
民
間
運
送
企
業
の
ト
ラ
ッ
ク
や
米
海
軍

の
輸
送
船
な
ど
が
参
加
。道
路
を
封
鎖
し
て
い
る
、

が
れ
き
や
土
砂
の
撤
去
を
行
う
特
殊
車
両
も
多
数

出
動
し
ま
し
た
。

救
出
・
救
助
訓
練
で
は
、
警
察
・
消
防
・
海
上

保
安
庁
・
自
衛
隊
ほ
か
、
米
国
海
軍
な
ど
も
協
力

し
て
、
陸
、
海
、
空
の
各
種
部
隊
が
出
動
。
が
れ

き
や
倒
壊
し
た
建
物
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
を

救
出
す
る
訓
練
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
育
成
し
た

救
助
犬
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
津
波
に

よ
っ
て
河
川
に
流
さ
れ
た
漂
流
者
の
救
助
に
は
、

空
と
海
の
両
方
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
救
出
訓
練

を
実
施
。
負
傷
者
の
救
護
訓
練
に
あ
た
っ
て
は
、

民
間
病
院
の
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

が
参
加
し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
海
上
に
停
泊
し
て

い
る
海
上
医
療
拠
点
に
着
船
し
た
り
、
ト
リ
ア
ー

ジ
を
行
っ
て
迅
速
に
重
傷
者
か
ら
優
先
し
て
手
当

を
行
う
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
野
田
内
閣
総
理
大
臣
及
び
中
川
防
災

担
当
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
調
査
団
も
、
海

上
か
ら
船
で
到
着
。
各
種
訓
練
活
動
を
視
察
し
た

ほ
か
、
隣
接
す
る
エ
リ
ア
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
も
視
察
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
多
く
の
一
般
見
学
者
も
来
場
。
特
殊

部
隊
や
車
両
に
よ
る
訓
練
活
動
を
熱
心
に
見
学
し

た
り
、
震
度
７
の
地
震
を
体
験
で
き
る
起
震
車
の

前
に
は
、
ま
だ
夏
の
暑
い
日
差
し
が
残
る
中
、
家

族
連
れ
を
中
心
に
多
く
の
人
が
列
を
つ
く
り
ま
し

た
。

取
材
・
文
　柳
澤
美
帆

撮
影
　相
澤
　正

九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
は
、
内
閣
府
後
援
の
も

と
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

横
浜
市
、
川
崎
市
、
千
葉
市
、
さ
い
た
ま
市
、
相

模
原
市
が
輪
番
で
幹
部
都
市
と
な
っ
て
中
央
会
場

の
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
九
都
県
市
と
防

災
関
係
機
関
に
よ
る
連
携
の
充
実
・
強
化
、
そ
し

て
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
行
動
力
の
向
上
を

目
指
す
も
の
で
す
。
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防災の動き
Disaster Management News

九都県市合同防災訓練の現地会場で訓練を視察する野田内閣総理大
臣と中川防災担当大臣

平成24年度総合防災訓練
内閣府後援による第 33 回九都県市合同防災訓練ならびに政府調査団派遣訓練が神奈川県横浜市で
実施されました。

海上保安庁のヘリコプターによる救出・救助
訓練
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防
災
週
間
（
８
月
30
日
〜
９
月
５
日
）
に
あ

た
り
、「
防
災
フ
ェ
ア
２
０
１
２�

in�

横
浜
」

が
内
閣
府
と
防
災
推
進
協
議
会
の
主
催
で
神
奈
川

県
横
浜
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
と
ク
イ
ー
ン
ズ
ス
ク
エ

ア
横
浜
の
商
業
施
設
内
で
行
わ
れ
た
フ
ェ
ア
に

は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
食
事
が
て
ら
に
訪
れ
る
家

族
連
れ
の
方
々
が
多
く
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が

遊
び
感
覚
で
防
災
の
体
験
ブ
ー
ス
や
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
内
に
設
け
ら
れ
た
「
防

災
ス
ト
リ
ー
ト
」に
は
13
の
団
体
や
企
業
が
出
展
。

救
命
処
置
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
体
験
ブ
ー
ス
で
は
、
ナ
ー

ス
服
や
救
護
服
に
身
を
包
む
子
ど
も
た
ち
に
混
じ

り
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
扱
い
方
を
真
剣
に

聞
い
た
り
、
人
形
を
使
っ
て
実
際
に
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
施
し
て
み
る
大
人
の
方
々
も
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
各
団
体
の
特
色
を
い

か
し
た
防
災
グ
ッ
ズ
の
紹
介
や
、
過
去
か
ら
現
在

の
災
害
写
真
の
展
示
、
災
害
教
訓
や
資
料
の
展
示

や
配
布
が
行
わ
れ
て
い
る
ブ
ー
ス
、
工
作
を
し
な

が
ら
建
物
の
ゆ
れ
を
学
ん
だ
り
、
ゲ
ー
ム
や
ク
イ

ズ
形
式
で
防
災
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
、
聞
い
て
歌
っ
て
学
べ
る
幼
児
防
災
教
室
な
ど

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ク
イ
ー
ン
ズ
ス
ク
エ
ア
内
の「
防
災
マ
ル
シ
ェ
」

で
は
、
そ
の
名
の
通
り
災
害
時
の
「
食
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
ブ
ー
ス
が
集
ま
り
ま
し
た
。
い
ま
多
く

の
家
庭
で
常
備
さ
れ
て
い
る
非
常
食
。
し
か
し
、

消
費
期
限
を
過
ぎ
る
と
捨
て
て
し
ま
う
方
が
多
い

と
も
言
い
ま
す
。
非
常
食
の
消
費
期
限
が
切
れ
る

直
前
に
、
普
通
食
と
し
て
お
い
し
く
調
理
す
る
方

法
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
や
、
長
期
保
存
可
能
な
缶

詰
商
品
等
の
試
食
が
で
き
る
ブ
ー
ス
、
災
害
時
に

冷
蔵
庫
の
中
身
を
で
き
る
だ
け
無
駄
な
く
使
う
た

め
の
レ
シ
ピ
の
紹
介
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
非
常

持
ち
出
し
品
に

何
を
選
ぶ
か
に

つ
い
て
考
え
る

簡
単
な
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、「
自
分
に

と
っ
て
大
切
な

物
は
何
か
」
を

考
え
る
良
い
機

会
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
で

は
、「
Dr.
ナ

ダ
レ
ン
ジ
ャ

ー
の
防
災
科

学
実
験
シ
ョ

ー
」
や
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム

「
ぼ
う
さ
い

ダ
ッ
ク
」
の

他
、
危
機
管

理
教
育
研
究

所
代
表
の
国
崎
信
江
さ
ん
と
、
語
り
部
・
か
た
り

す
と
の
平
野
啓
子
さ
ん
が
登
場
。
国
崎
さ
ん
は
女

性
・
主
婦
・
母
の
視
点
か
ら
「
災
害
時
に
自
宅
を

安
心
で
き
る
空
間
に
」
と
、
家
庭
に
お
け
る
防
災

対
策
な
ど
を
講
演
。
平
野
さ
ん
は
、
災
害
時
の
実

話
を
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
本
を

共
著
で
刊
行
し
た
こ
と
か
ら
、
津
波
に
ま
つ
わ
る

民
話
と
、
日
本
と
ト
ル
コ
の
友
好
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
ト
ル
コ
船
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
」
遭
難

の
話
の
二
話
を
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
語
り
口
で
披

露
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
災
害
に
つ
い
て
、
防
災

に
つ
い
て
、
見
て
、
聞
い
て
、
考
え
て
、
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
多
く
の
方
々
が
い
ざ
震
災
に
遭
わ

れ
た
際
で
も
落
ち
着
い
て
行
動
が
で
き
る
、
準
備

と
心
構
え
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

取
材
・
文
　柳
澤
美
帆

撮
影
　相
澤
　正
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防災の動き
Disaster Management News

語り部・かたりすとの平野啓子さんによる災害教
訓の語り

「防災フェア2012」開催
Take Out 防災

危機管理教育研究所代表の国崎信江さんの講演

非常食や非常食を使ったレシピの紹介、また非常持ち出し品の啓発を
行うブースが集められた「防災マルシェ」



ぼ う さ い      秋 号  ( 第 68 号 )

本
年
は
、
沖
縄
と
奄
美
地
方
が
５
月
13
日
頃
に
梅

雨
入
り
し
、
そ
の
後
、
５
月
30
日
頃
に
は
九
州
北
部

と
南
部
が
、
６
月
９
日
頃
ま
で
に
は
中
国
か
ら
東
北

地
方
北
部
ま
で
が
梅
雨
入
り
し
ま
し
た
。
本
年
の
梅

雨
期
は
、
奄
美
地
方
、
九
州
南
部
、
四
国
地
方
で
は

平
年
と
比
べ
か
な
り
多
く
の
降
水
量
が
観
測
さ
れ
ま

し
た
。

そ
う
し
た
中
、
台
風
第
４
号
や
梅
雨
前
線
の
影
響

に
よ
り
、
全
国
的
に
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
７
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
は
、
本

州
付
近
で
停
滞
し
た
梅
雨
前
線
に
向
か
っ
て
南
か
ら

湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、
西
日
本
か
ら
東
日
本
に

か
け
て
の
広
い
範
囲
で
大
雨
と
な
り
、
と
り
わ
け
、

熊
本
県
と
大
分
県
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

気
象
庁
は
、
７
月
11
日
か
ら
14
日
に
九
州
北
部
地

方
で
発
生
し
た
豪
雨
に
つ
い
て
、「
平
成
24
年
７
月
九

州
北
部
豪
雨
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

被
害
等
の
状
況

大
雨
に
よ
り
、
筑
後
川
水
系
花
月
川
や
矢
部
川
水

系
矢
部
川
で
の
堤
防
決
壊
、
多
数
の
土
砂
災
害
の
発

生
な
ど
に
よ
り
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
死
者
32
名
、
行
方

不
明
者
３
名
、
重
症
者
14
名
、
軽
傷
者
99

名
の
人
的
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

全
壊
３
６
６
棟
、
半
壊
１
５
１
０
棟
、
一

部
破
損
４
４
４
棟
、
床
上
浸
水
３
４
９
３

棟
、
床
下
浸
水
１
万
８
９
８
棟
の
住
家
被

害
の
ほ
か
、
農
業
用
施
設
の
損
壊
、
農
作

物
の
冠
水
、
文
教
施
設
の
被
害
な
ど
が
発

生
し
ま
し
た
。

 政
府
調
査
団
派
遣

政
府
と
し
て
は
、
６
月
19
日
に
関
係
省

庁
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
被
害
状
況
及
び

各
省
庁
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
情
報
共
有

を
行
う
と
と
も
に
具
体
的
な
対
応
を
協
議

し
ま
し
た
。

７
月
６
日
に
は
後
藤
内
閣
府
副
大
臣
が

福
岡
県
及
び
大
分
県
の
被
害
状
況
や
対
応

状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
関
係
省
庁
と
と

も
に
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
７
月
12
日
に
も

関
係
省
庁
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
豪
雨
災
害
へ
の
対

応
に
引
き
続
き
万
全
を
期
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。７

月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
は
、
中
川
防
災
担

14

国内災害

平
成
24
年
度
梅
雨
期
に
お
け
る

被
害
状
況
及
び
そ
の
対
応
に
つ
い
て

災害報告
Disaster Report

中川防災担当大臣（右から 2人目）を団長とする政府調査団による現地調査（福岡県う
きは市篭地区）
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当
大
臣
を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団
を
大
分
県
及
び

熊
本
県
に
派
遣
し
、
熊
本
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る

地
方
公
共
団
体
の
関
係
者
か
ら
被
害
や
対
応
状
況
を

聴
取
す
る
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
帰
京
後
、
直
ち
に

開
催
し
た
関
係
省
庁
連
絡
会
議
で
は
調
査
結
果
の
報

告
と
と
も
に
、
中
川
防
災
担
当
大
臣
か
ら
各
省
庁
に

対
し
各
種
手
続
き
の
迅
速
化
と
弾
力
的
な
制
度
の
適

用
等
を
要
請
し
ま
し
た
。

７
月
20
日
に
は
、
野
田
内
閣
総
理
大
臣
が
被
災
状

況
を
つ
ぶ
さ
に
把
握
す
る
た
め
、
熊
本
県
、
大
分
県

及
び
福
岡
県
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

７
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
中
川
防
災
担
当
大

臣
を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団
を
大
分
県
、
福
岡
県

及
び
鹿
児
島
県
に
派
遣
し
、
被
害
状
況
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

具
体
的
支
援

具
体
的
な
支
援
と
し
て
は
、
大
分
県
、

熊
本
県
及
び
福
岡
県
か
ら
の
災
害
派
遣

要
請
に
基
づ
き
、
の
べ
約
５
２
８
０
名

の
自
衛
隊
員
が
行
方
不
明
者
の
捜
索
や

孤
立
者
の
救
助
活
動
な
ど
に
従
事
し
た

ほ
か
、
熊
本
県
警
察
か
ら
の
要
請
に
基

づ
き
広
域
緊
急
援
助
隊
46
名
が
捜
索
活

動
に
従
事
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
熊

本
県
及
び
福
岡
県
か
ら
の
要
請
に
基
づ

き
、
長
崎
県
や
福
岡
市
等
の
消
防
ヘ
リ

８
機
が
派
遣
さ
れ
救
助
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
国
土
交
通
省
の

緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
が
河
川
及
び
道
路
の
復
旧

に
係
る
技
術
指
導
や
排
水
作
業
支
援
等

を
実
施
す
る
等
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

財
政
的
支
援

財
政
的
な
支
援
と
し
て
は
、
普
通

交
付
税
の
繰
り
上
げ
交
付
を
行
っ
た
ほ

か
、「
平
成
24
年
６
月
８
日
か
ら
７
月
23
日
ま
で
の

間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
」
を
激
甚
災
害

に
指
定
し
、
全
国
を
対
象
と
し
て
、
農
地
等
の
災
害

復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助
の
特
別
措
置
、
農
林
水
産

業
共
同
利
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
の
補
助
の
特
例

等
を
適
用
し
た
ほ
か
、
熊
本
県
阿
蘇
市
の
区
域
を
対

象
と
し
て
中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
よ
る
災
害
関
係

保
証
の
特
例
等
を
適
用
し
ま
し
た
。
８
月
10
日
に
は
、

全
国
を
対
象
に
適
用
す
べ
き
措
置
と
し
て
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
等
に
関
す
る
特
別
の
財
政
援
助
、

公
立
社
会
教
育
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る
補
助

等
を
追
加
適
用
し
ま
し
た
。

災
害
救
助
法
等
の
適
用

さ
ら
に
、
災
害
救
助
法
が
大
分
県
は
日
田
市
、
中

津
市
及
び
竹
田
市
に
、
熊
本
県
は
阿
蘇
市
、
熊
本
市
、

南
阿
蘇
村
、
産
山
村
及
び
高
森
町
に
、
福
岡
県
は
朝

倉
市
、
う
き
は
市
、
久
留
米
市
、
柳
川
市
、
八
女
市
、

筑
後
市
、
み
や
ま
市
及
び
広
川
町
に
適
用
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が
大
分
県
は
日

田
市
、
中
津
市
及
び
竹
田
市
に
、
熊
本
県
は
熊
本
市
、

阿
蘇
市
、
南
阿
蘇
村
、
相
良
村
、
五
木
村
に
（
後
に

県
内
全
域
に
拡
大
）、
福
岡
県
は
朝
倉
市
、
う
き
は
市
、

柳
川
市
、
八
女
市
、
み
や
ま
市
に
、
鹿
児
島
県
は
肝

付
町
に
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
被
災
地
の
方
々
が
一
日
も
早
く
安
心

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
公
共

団
体
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
政
府
一
丸
と
な
っ

て
対
応
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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被災現場の様子（熊本県阿蘇市三野地区）



ぼ う さ い      秋 号  ( 第 68 号 )

今
年
６
月
30
日
、
岩
手
県
大
槌
町
で
「
お
お
つ

ち
あ
り
が
と
う
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
通
称「
あ

り
フ
ェ
ス
」）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
槌
町
は
、

い
ま
だ
痛
々
し
い
震
災
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、

町
の
人
々
は
力
強
く
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
被
災
地
を
メ
デ
ィ
ア
で
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
笑
顔
３
１
１
」
を
発
起
し
た
大
矢
中
子
さ
ん
は
、

「
あ
り
フ
ェ
ス
」
実
行
委
員
の
方
た
ち
の
「
全
国
の
、

世
界
中
の
人
た
ち
に
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

通
じ
て
、
支
援
を
『
あ
り
が
と
う
』
と
伝
え
た
い
」

と
い
う
言
葉
を
受
け
、そ
の
思
い
を
届
け
る
た
め
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
放
送
す
る

ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
で
当
日
の
様
子
を
配
信
す

る
こ
と
を
即
座
に
申
し
出
ま
し
た
。

「『
あ
り
フ
ェ
ス
』
は
、
地
元
の
人
た
ち
が
ゼ
ロ

か
ら
立
ち
上
げ
た
も
の
で
す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

最
後
に
あ
が
っ
た
３
０
０
発
の
花
火
も
大
槌
の
人
た

ち
自
ら
カ
ン
パ
を
し
て
資
金
を
集
め
た
。
彼
ら
の
強

い
思
い
を
の
せ
た
『
あ
り
フ
ェ
ス
』
を
、
全
国
に
伝

え
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
大
矢
さ
ん
。
こ
の
配
信

は
、
こ
れ
ま
で
約
２
万
回
も
再
生
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
地
か
ら
の
情
報
発
信
が
必
要

大
矢
さ
ん
が
被
災
地
か
ら
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ

ン
グ
を
使
っ
た
情
報
発
信
を
始
め
よ
う
と
し
た
の

は
、
震
災
か
ら
約
１
週
間
後
。
被
災
地
の
方
々
の
生

の
声
を
拾
い
上
げ
て
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
た
い

と
仲
間
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
「
ま
だ
被
災

地
に
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
入
る
状
況
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
、ま
ず
は
東
京
で
「
＋

S
t
a
r
t
e
r
s
」
と
い
う
番
組
を
始
め
ま
す
。
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ＮＰＯ法人メディアージ　代表

大矢中子さん

Active 
Human  
List 11

東日本大震災発生直後から、被災地の「今」の情
報を発信し続けてきた

「被災地をメディアでつなぐプロジェクト・笑顔
３１１」。

ライブストリーミングという手法で、被災地復興
を後押ししています。

おおや ･ なかこ● NPO 法人メディアージ代表。短大卒業後に一般企業勤務を
経て、2001 年にインターネット動画配信会社の株式会社コンディションイエ
ロー取締役に就任。2011 年 3 月、復興支援のため、秋葉原と仙台で震災復興
情報番組を USTREAM で配信開始。同時に、宮城県石巻市を活動拠点にした
ボランティア団体で事務局を担当するなどした後、2012 年 8 月、復興街づく
りメディアの育成等を行う NPO 法人メディアージ設立。現在、東京と被災地
を行き来しながら復興支援活動を続けている。

宮城県石巻市でボランティア活動中の大矢中子さん ( 撮影　鈴木有人 )

被災地の今を伝える
「笑顔 311」プロジェクト
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ど
こ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
付
け
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
ど
こ
に
行
け
ば
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
用
意
し
て
い
る
の

か
と
い
っ
た
細
か
な
情
報
を
、「
被
災
地

の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
」
と
思
う
人

た
ち
に
向
け
て
発
信
。
そ
し
て
大
矢
さ

ん
自
身
は
、
宮
城
県
石
巻
市
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
ベ
ー
ス
で
働
き
、
現
地
の

状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
４
月
に
入
り
、
大
矢
さ
ん
は

仙
台
に
赴
い
て
「
復
興
を
考
え
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
Iイ
フF 

Iアイ 

Aア
ムM
』」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
被
災
地
の

人
が
、
欲
し
い
情
報
を
入
手
し
づ
ら
い

と
い
う
こ
と
を
現
地
で
再
認
識
し
、
こ

れ
を
打
破
す
る
に
は
、
や
は
り
被
災
地

か
ら
の
情
報
発
信
が
必
要
だ
と
考
え
た

た
め
で
す
。「
I
F 

I 

A
M
」
は
「
他

人
事
で
は
な
く
自
分
事
へ
」
を
テ
ー
マ

に
、
被
災
地
の
今
の
状
況
を
、
大
学
生

が
自
分
た
ち
の
言
葉
で
伝
え
、
問
題
点

を
考
え
る
番
組
。
週
１
回
放
送
を
続
け
、

今
年
４
月
に
は
、
配
信
１
周
年
と
50
回

目
の
放
送
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
、

ま
ち
の
復
興
の
様
子
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
議
論
な
ど
を
活
発
に

発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

「
い
ま
で
は
制
作
全
般
を
学
生
た
ち
自

ら
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
彼
ら
の
頼
も
し
い
成
長
ぶ
り
を
話
す

大
矢
さ
ん
。
今
後
も
長
く
続
く
で
あ
ろ

う
復
興
を
み
ん
な
で
考
え
る
た
め
、

「
I
F 

I 

A
M
」
が
大
学
の
サ
ー
ク
ル

活
動
の
よ
う
に
先
輩
か
ら
後
輩
に
受
け

継
が
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
始
動

今
夏
、
大
矢
さ
ん
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ

デ
ィ
ア
ー
ジ
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。「
笑

顔
３
１
１
」
の
活
動
を
通
じ
て
、
ラ
イ

ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
と
い
う
手
法
は
、

も
っ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
や
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
つ
は
ず
と
い
う
思
い

が
生
ま
れ
た
か
ら
で
す
。

「
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
っ
て
一
番

簡
単
な
情
報
発
信
方
法
だ
と
、
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ

グ
な
ど
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
た
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ
な
ら
、
自
分
の
思
い
を
話
す
だ

け
で
い
い
。
こ
れ
な
ら
小
さ
い
子
ど
も

で
も
高
齢
の
方
で
も
で
き
ま

す
。
し
か
も
双
方
向
メ
デ
ィ

ア
な
の
で
、
放
送
を
見
た
人

か
ら
コ
メ
ン
ト
も
も
ら
え
る
。

リ
ア
ル
な
声
の
や
り
取
り
が

で
き
る
の
で
、
伝
わ
る
力
が

強
い
で
す
。
こ
れ
を
被
災
地

で
定
着
さ
せ
、
復
興
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
中
で
、

行
政
や
地
権
者
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
以
外
の
人
も
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
」

メ
デ
ィ
ア
ー
ジ
の
取
り
組

み
第
１
弾
は
既
に
石
巻
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。「
ま
ち
の
人

た
ち
が
＂
お
茶
っ
こ
＂
を
し

な
が
ら
、
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ
で
、
ま
ち
の
あ
り
方

を
議
論
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
と

彼
女
が
い
う
よ
う
に
、
そ
ん

な
様
子
が
近
々
、
被
災
地
の

各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

取
材
・
文
　
柳
澤
　
美
帆
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2012 年 6 月 30 日に岩手県大槌町で開催された「おおつちありがとうロックフェスティバル」
（｢ありフェス｣）の準備を行う地元の実行委員の方々と大矢さん ( 左端 )
（NPO 法人メディアージ　提供）

NPO 法 人 メ デ ィ ア ー ジ の「 被 災 地 を
メディアでつなぐプロジェクト：笑顔
311」が配信しているライブストリーミ
ング番組

（NPO 法人メディアージ　提供）
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地
震
に
伴
う
災
害
の
一
つ
に
、
山
間
部
で
発

生
す
る
山
崩
れ
と
、
そ
れ
に
伴
う
河
川
閉

塞
・
土
砂
ダ
ム
の
発
生
が
あ
る
。
２
０
０
４
年
の

新
潟
県
中
越
地
震
の
際
に
も
、
震
源
に
近
か
っ
た

山
古
志
村
（
現
在
の
長
岡
市
）
で
、
芋
川
流
域
の

閉
塞
に
よ
っ
て
９
ヶ
所
で
土
砂
ダ
ム
が
発
生
し

た
。
歴
史
上
で
は
、
弘
化
４
（
１
８
４
７
）
年
長

野
県
で
起
き
た
善
光
寺
地
震
の
際
に
、
信
濃
川
の

支
流
で
あ
る
犀さ
い

川
に
虚こ

空く

蔵ぞ
う

山
の
崩
壊
に
伴
う
土

砂
ダ
ム
が
で
き
、
長
さ
約
40
㎞
に
も
及
ぶ
新
湖
が

生
じ
た
。
地
震
の
14
日
後
、
こ
の
土

砂
ダ
ム
は
一
気
に
崩
れ
下
流
の
善
光

寺
平
か
ら
飯
山
に
か
け
て
大
氾
濫
を

起
こ
し
、
家
屋
流
失
８
１
０
軒
、
死

者
１
０
０
余
人
の
大
被
害
が
発
生
し

た
。
安
政
元
年
11
月
４
日
（
太
陽
暦

で
は
１
８
５
４
年
12
月
23
日
）
午
前

９
時
頃
に
起
き
た
安
政
東
海
地
震
と
、
そ
の
翌
５

日
の
午
後
に
起
き
た
安
政
南
海
地
震
で
も
、
お
よ

そ
10
ヶ
所
で
土
砂
ダ
ム
が
発
生
し
新
湖
が
で
き
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

安
政
東
海
地
震
の
と
き
、
富
士
川
の
中
流
、
富

士
宮
市
長な
が
ぬ
き貫

の
地
域
で
、
対
岸
の
白
鳥
山
の
東
斜

面
に
崩
壊
が
起
き
、こ
こ
で
富
士
川
が
閉
塞
し
た
。

こ
の
土
砂
ダ
ム
は
わ
ず
か
１
日
で
決
壊
し
た
が
、

富
士
川
の
下
流
は
一
時
的
に
水
が
無
く
な
っ
た
。

こ
の
閉
塞
点
の
少
し
上
流
の
西
岸
の
橋
上
に
は
、

こ
の
土
砂
ダ
ム
発
生
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
人
の
供

養
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
な
お
、こ
の
地
域
で
は
、

宝
永
地
震
（
１
７
０
７
年
）
の
と
き
に
も
白
鳥
山

の
東
斜
面
の
崩
壊
と
富
士
川
の
河
川
閉
塞
を
生
じ

て
お
り
、
富
士
川
東
岸
の
長
貫
に
供
養
石
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。

静
岡
県
島
田
市
川
根
町
笹
間
上
の
石
上
地
区
で

起
き
た
、
大
井
川
の
支
流
・
笹
間
川
の
閉
塞
に
つ

い
て
述
べ
よ
う
。

昭
和
の
初
め
に
編
集
さ
れ
た
『
笹
間
村
誌
』
に

「
安
政
元
年
、
地
大
に
震
う
。
遠
見
場
山
の
一
部

崩
壊
し
て
、
石
上
奥
に
て
笹
間
川
を
堰
き
止
め
流

水
を
中
断
す
。
こ
の
間
お
よ
そ
二
ケ
月
余
。
崩
壊

地
を
隔
つ
る
約
一
里
（
４
㎞
）
上
流
の
粟お
う
ば
ら原
ま
で

一
面
の
湖
水
を
な
す
。」
と
あ
り
、
石
上
集
落
の

奥
部
で
起
き
た
河
川
閉
塞
に
よ
る
土
砂
ダ
ム
に

依
っ
て
出
現
し
た
新
湖
の
水
域
は
、
石
上
の
約
４

㎞
上
流
の
粟
原
に
達
し
た
と
い
う
。
地
震
後
、
約

２
ヶ
月
間
存
続
し
て
決
壊
し
た
。
こ
の
記
事
に
基

づ
い
て
、
石
上
の
現
地
に
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
地

18

1854年11月

安政東海地震・安政南海地震
過
去
の

災
害
に

学
ぶ
34

死
者
数
千
名
、
倒
壊
家
屋
３
万
軒
以
上
、
伊
豆
か
ら
四
国
ま
で
の
広
い
範
囲
に
わ
た
り
被
害
を
お
よ
ぼ
し
た

安
政
東
海
地
震
・
安
政
南
海
地
震
。

幕
末
の
こ
の
２
つ
の
地
震
を
実
際
に
経
験
し
た
先
人
た
ち
の
教
訓
は
、
現
代
で
も
数
多
く
の
文
献
や
石
碑
な

ど
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
号
で
は
、
そ
の
よ
う
な
史
料
に
基
づ
き
被
害
の
様
子
を
検
証
す
る
。

安
政
東
海
地
震
に
伴
う

土
砂
ダ
ム
新
湖
の
発
生

図 1　安政東海地震（1854）による白鳥山東側斜
面崩壊による富士川閉塞地点

図 2　安政東海地震（1854）による大井川支流の笹
間川・石上地区の土砂ダム新湖発生の様子
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震
に
よ
る
崩
壊
地
点
に
つ
い
て
は
明
白
に
伝
承
さ

れ
て
い
て
、
い
ま
も
崩
壊
の
跡
を
明
瞭
に
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
２
万
５
千
分
の
一
の
地
図
上
に
石

上
奥
の
崩
壊
地
点
か
ら
粟
原
に
達
す
る
水
域
を
書

き
入
れ
て
み
る
と
、
図
２
の
よ
う
に
な
る
。
崩
壊

地
点
の
標
高
と
、
水
域
先
端
付
近
の
粟
原
で
の
谷

筋
の
標
高
差
を
読
み
と
る
と
、
天
然
ダ
ム
は
約
30

ｍ
の
堰
堤
部
の
高
さ
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
２
地
点
の
ほ
か
、
安
政
東
海
地
震
で
土
砂

ダ
ム
新
湖
の
出
現
地
点
は
図
３
の
５
地
点
で
、
い

ず
れ
も
安
政
東
海
地
震
の
震
源
域
の
直
上
に
当
た

る
地
点
で
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

地
震
の
揺
れ
に
よ
る
被
害
、
津
波
に
よ
る
被
害

と
な
ら
ん
で
、
斜
面
崩
壊
と
土
砂
ダ
ム
新
湖
の
出

現
お
よ
び
、
そ
の
後

の
堰
堤
決
壊
に
よ
る

下
流
の
洪
水
も
ま

た
、
将
来
の
東
海
地

震
に
対
し
て
あ
ら
か

じ
め
対
策
を
打
っ
て

お
く
べ
き
災
害
項
目

で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。

都
司
嘉
宣
（
建
築
研

究
所

　特
別
客
員
研

究
員
）

19

図 3　安政東海地震（1854）で土砂ダムによる新湖が発生した５地点は、いず
れも断層滑り面の直上の点になっている。断層配置は Ishibashi（1981）による

日本列島の西半分、すなわち東海北陸地方以西の日本の国土は、
ユーラシアプレートの上に載っている。そして、その南の海には海
岸線にほぼ平行して東西に南海トラフと呼ばれる海溝軸が走ってい
る。南海トラフの海溝軸は、駿河湾奥部、富士川の河口付近を起点
として駿河湾の湾軸を駿河トラフとして南下し、遠州沖・紀伊半島・
四国・九州、さらには琉球列島の南方の海域に連なっている。この
駿河トラフとそれに連なる南海沖のトラフは、日本列島の西半分を
載せるユーラシアプレートと、南から北上してくるフィリピン海プ
レートの境界線をなしている。
すなわち、フィリピン海プレートは、この南海トラフのところで、

ユーラシアプレートに下に潜り込む。フィリピン海プレートが北上
してきて、潜り込もうとする速度は毎年約４〜５cmと推定されて
いる。下に潜り込もうとするフィリピン海プレートと、上に載って
いるユーラシアプレートの間には、摩擦力が働いて、ふだんは上に
載ったユーラシアプレート側が、沈み込んでいこうとするフィリピ
ン海プレートに引っ張られる形で、一緒に引き込まれている。しか
し、100 年から 150 年ほどの年が過ぎると、ついに耐えきれなくなっ
て、両プレートの境界面が急激な滑りを起こす。これが、紀伊半島
以東の東海沖の海域を震源とする東海地震、紀伊半島以西、四国の
南方沖の海域を震源とする南海地震の発生メカニズムである。

安政東海地震・安政南海地震（1854 年）の概要

日本周辺のプレート構造
（出典　総理府地震調査研究推進本部地震調査委員会
編『日本の地震活動−被害地震から見た地域別の特徴
−』）

注）図中の矢印は、陸側のプレートに対する各プレー
トの相対運動を示す。日本海東縁部（図中の点線）に沿っ
て、プレート境界があるとする説が出されている
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Q最
近
で
は
、
非
常
食
も
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
美
味

し
そ
う
な
商
品
も
出
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
非

常
食
も
避
難
所
等
で
の
一
時
的
な

食
事
な
ら
い
い
の
で
す
が
、
価
格
や

栄
養
の
偏
り
か
ら
長
期
避
難
生
活
に
は
向
い
て
い
ま
せ

ん
。東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
、
野
菜
な
ど
繊
維
質

の
食
材
を
求
め
る
多
く
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
栄
養
が

偏
る
こ
と
で
、
疲
れ
や
す
く
な
る
、
集
中
力
が
低
下
す

る
、
免
疫
力
が
低
下
す
る
、
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
る
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
心
身
に
影
響
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
常
の
食
材
を
災
害
時
に
活
用
す
る
方
法

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
も
と
も
と
日
本
に
は
保
存
期

間
の
長
い
食
材
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
お
米
、

お
餅
に
始
ま
り
、
小
麦
粉
、
砂
糖
、
塩
、
味
噌
、
醤
油
、

酒
、
海
苔
、
乾
物
類
、
ジ
ャ
ム
、
は
ち
み
つ
、
ド
ラ
イ

フ
ル
ー
ツ
、
缶
詰
、
瓶
詰
な
ど
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い

ほ
ど
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
10
日
分
程
の
食
材
を
多
め
に
用
意
し
、

消
費
し
た
ら
補
充
す
る
と
い
っ
た
家
庭
内
流
通
備
蓄
を

す
れ
ば
、
負
担
も
軽
減

で
き
ま
す
。災
害
時
は
、

ま
ず
冷
蔵
庫
内
の
食

材
、
常
温
食
材
、
非
常

食
の
順
番
に
消
費
し
ま

す
。
自
宅
で
過
ご
せ
る

な
ら
、
調
理
用
水
、
鍋
、

コ
ン
ロ
が
あ
れ
ば
、
煮

る
、
蒸
す
以
外
の
大
抵

の
調
理
が
可
能
で
す
。

野
菜
は
茹
で
て
冷
凍

し
、
自
然
解
凍
し
て
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
麺

類
は
ゆ
で
時
間
の
短
い

も
の
、
チ
ー
ズ
や
納
豆

な
ど
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ

る
食
材
を
切
ら
さ
な
い
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
時
の

献
立
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
食
材
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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もし、一日前に戻れたら…

自宅も職場も普段の備えが必要だと実感
� （宮城県　30 代女性）

平日の日中に発生したため、職場や家にいる家族との連
絡がなかなかつかず不安な気持ちになったのが一番最初に
思ったことでした。
電車などの交通機関がすべて機能しない状態で、当日は
家に帰ることができず余震の続くなか職場で一晩を過ごし
ました。
電気・ガス・水道すべてストップした状態で、電話も混線
状態のなか情報を得るためにラジオをつけましたが、普段使
用しない単 2電池の予備がなくていつ切れるか不安でした。
今後のことを考えて、緊急時に使用する電気製品は比較
的買い置きが多い単 3 電池を使用できるものを選ぶか、普

段使わないタイプの電池でも買い置きをしておくべきだと
思いました。
普段から飲み水はまとめて購入していたものの、今回のよ

うに長期的に水道が使用できなくなると非常に困るので、下
水に利用できる水をためておくことも必要だと痛感しまし
た。お風呂の水もすぐに捨てないで残しておいたり、余震で
停電があったときも、まずは水が出るうちにためることを優
先するようになりました。
震災後、ガソリンの入手に困ったこともあり、最近はガソ

リンが残り半分になるとすぐに給油するようにしています。
今回の震災を経験して一番思うことは、備えておいて困る

ことはないということです。普段、疎かにしがちなことです
が、いざというときに本当に困るのは自分です。自宅だけで
はなく、職場にもある程度の備えが必要だとも感じました。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/km/imp/

非常食を備蓄する際の
コツを教えてください。

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 23回

東日本大震災（平成 23 年 3月）

イラスト：井塚 剛

栄養バランスのとれた
美味しい非常食を
準備しましょう。
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前回提案した「安全空間」を作るため、今回は具
体的な対策を講じていきましょう。一回で全て

を固定できなくても、計画を立て、チェックしなが
ら進めましょう。

■ タンス

ポール式器具はタン
スの奥の方（壁側）
で、天井や家具の硬
いところに取り付け
ます。また、天井側
だけでなく、床の側
もストッパーなどで
固定し、上下に分かれている家具は連結してお
きましょう。

■ 冷蔵庫

主なメーカーの冷蔵庫の後ろ側の上部にはベル
トの取付口や取っ手
があります。そこに
転倒防止用ベルトを
通して、ベルトの端
を壁の下地材がある
ところに金具などで
固定しましょう。

■ 電子レンジ・オーブン

まずは、電子レンジ・オーブンを置いてある台
を壁または床に固
定します。その上
で、電子レンジ・
オーブンと台とを
粘着マットやスト
ラップなどを使っ
て固定しましょ
う。

■ テレビ・パソコン

テレビの取扱説明書に転倒防止方法についての
説明がある場合は、それに従いましよう。テレ
ビをテレビ台に固定するには、粘着マットやス
トラップ式の固定器具などを使う方法がありま
す。テレビを壁などに固定するには、ベルト式
器具やヒートンとロープを組み合わせて使う方
法があります。

■ 食器棚

食器棚の本体は
タンスと同じよ
うに金具などを
用いて固定しま
す。また、開き
戸が開かないよ
うにとめ金を付けたり、ガラス部分にガラス飛
散防止フィルムを張ったりして、ガラスや食器
が凶器にならないよう工夫しましょう。

■ 本棚

タンスと同じよう
に、壁の中の硬
い部分や下地材
のあるところを探
して、金具やワイ
ヤーなどで固定し
ます。また、本棚
の端の硬い部分にヒモやベルトなどを取り付け
て中の本が飛び出さないようにしましょう。
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第 2 回 　「安全空間」を作りましょう

やってみよう！ 
防災対策

〜家具や家電を固定しましょう
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徳
島
市
立
津
田
中
学
校
で
は
、
２
０
０
５
年
か

ら
総
合
学
習
の
講
座
の
ひ
と
つ
に
防
災
講
座

が
設
け
ら
れ
、
毎
年
、
２
年
生
、
３
年
生
の

希
望
者
が
受
講
し
て
い
る
。
当
初
は
主
に
校
内
で
活
動

し
て
い
た
が
、
生
徒
た
ち
の
声
を
き
っ
か
け
に
、
積
極

的
に
地
域
と
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「『
防
災
は
、
校
内
に
い
た
ら
何
ら
意
味
が
な
い
。（
町

に
）
出
よ
う
よ
』
と
断
言
し
た
生
徒
た
ち
が
い
た
ん
で

す
よ
」
と
話
す
の
は
当
初
か
ら
防
災
講
座
を
担
当
す
る

津
田
中
学
校
教
諭
の
小
西
正
志
さ
ん
。

現
在
、
津
田
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
地
域
の
幼
稚
園
・

小
学
校
で
の
出
前
授
業
や
高
齢
者
へ
の
非
常
食
配
布
は

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
１
年
、
津
田
中
学
校
の
防
災
講
座
で
は
、
３

年
生
約
30
名
が
地
域
住
民
の
防
災
意
識
調
査
を
実
施
し

た
。「
３
・
11
に
避
難
し
た
の
か
」、「
避
難
場
所
は
大
丈

夫
か
」、「
３
・
11
後
の
意
識
の
変
化
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、

戸
別
調
査
や
街
頭
調
査
を
実
施
。
調
査
の
引
率
に
は
、

先
生
だ
け
で
な
く
、
町
内
の
自
主
防
災
会
や
中
学
校
О

Ｂ
も
協
力
し
た
。集
め
た
合
計
約
２
０
０
０
人
分
の
デ
ー

タ
は
、
夏
休
み
中
に
何
日
も
か
け
て
、
生
徒
た
ち
が
年

代
別
、
地
域
別
な
ど
様
々
な
分
析
や
集
計
を
行
っ
た
。

わ
か
り
や
す
い
グ
ラ
フ
を
工
夫
し
、
生
徒
た
ち
の
考
察

や
提
案
も
添
え
た
報
告
書
は
、
現
在
、
飲
食
店
や
銭
湯

な
ど
町
内
50
箇
所
に
貼
り
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
意
識
調
査
で
は
、
新
た
な
避
難
場
所
の

整
備
や
防
災
無
線
増
設
の
要
望
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
町
の
人
た
ち
か
ら
「
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
な
…
」

と
何
度
も
相
談
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
の
代
表
が

市
の
担
当
者
へ
要
望
書
の
提
出
を
行
っ
た
。

「
町
内
の
人
た
ち
が
生
徒
の
活
動
に
か
け
る
期
待
は

予
想
以
上
に
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り

返
る
小
西
さ
ん
。「
生
徒
た
ち
に
は
、
夏
休
み
中
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
集
計
な
ど
で
苦
労
さ
せ
ま
し
た
。
し

か
し
、
自
分
た
ち
の
や
っ
た
こ
と
が
町
内
の
防
災
意
識

の
向
上
に
役
立
ち
、
そ
の
こ
と
で
自
分
た
ち
も
成
長
出

来
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
満
足
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

「
町
へ
出
よ
う
！
」
地
域
に
貢
献
す
る
中
学
生
の
防
災
活
動

徳
島
県
の
徳
島
市
立
津
田
中
学
校
で
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
後
に
地
域
の

防
災
意
識
調
査
を
実
施
。

さ
ら
に
、
調
査
の
結
果
か
ら
わ
か
っ
た
問
題
解
決
に
も
取
り
組
ん
だ
。

第 12回

2011 年度の津田中学校の防災活動（左上から時計回り）。地域の防災訓練に参加（6 月）、町内の防災対策の希望を
反映させた要望書を市役所に提出（10 月）、地域の幼稚園・小学校で出前授業を実施（11 月）、避難支援マップ看板
が完成（2012 年 2 月）





東日本大震災
復興支援の情報サイト

各ホームページに、東日本大震災により被災された方、 
そして支援をお考えの方に役立つ情報が掲載されています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

義援金の受付手続きを案内しています。 
皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、 

被災者の方々へ届けられます。

受付期間
平成23年4月5日（火）から平成25年3月31日（日）まで

受付手続き
全国の銀行、信用金庫、郵便局から指定の口座に 

お振込み下さい。口座名義はいずれの銀行も 
「東日本大震災義援金政府窓口」です。

http://www.cao.go.jp/gienkin/

復興庁

復興庁は、復興に関する国の施策の企画、
調整及び実施、また、地方公共団体への一元的な

窓口と支援等を担う組織です。
ホームページでは、復興交付金制度や被災者支援

関連情報、また現地の取組や関連資料など、
下記の最新情報が入手できます。

所管事項・法令等基礎資料、復興特別区域法
復興交付金制度、復興推進委員会、復興推進会議

被災者支援関連情報、現地の取組、その他

http://www.reconstruction.go.jp/

復興アクション

「復興アクション」とは、風評に惑わされない、過度な自粛はやめる、節電を心がける
など、被災地のために、普段の暮らしの中で私達が出来る取り組みです。

様々な活動レポートや応援ツイートがご覧いただけるほか、復興アクションによる 
応援の輪を広げるためのバナーやロゴなどの応援ツールもダウンロードが可能です。

http://fukko.gov-online.go.jp/

「復旧・復興支援制度情報」のページ

国や地方公共団体が東日本大震災の復旧・復興のために整備している支援制度の検索サイトです。
様々な支援制度を横断的に検索し、条件にあったものをすばやく探すことができます。

県外避難している方からの相談にも、県名や市町村名から簡単に調べてご案内いただけます。

個人向け、事業者向け、それぞれの最新支援制度情報が確認でき、
フリーキーワード、支援の種類やカテゴリ選択による絞込みも可能です。

http://www.r-assistance.go.jp/
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